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【タイトル】初日の出
【撮影場所】ダイセル沖
【コメント】2024 年スタートです。



決算特別委員会

日域委員長以下7名の委員で構成する決算特別委員会において、10月20日～25日、慎重に審査した
結果、可決すべきものと決しました。その後本会議での採決の結果原案の通り認定。

委員長 ： 日域　究　　副委員長 ： 末広　天佑
委　員 ： 北地　範久・小出　哲義・小田上　尚典・西村　一啓・細川　雅子

----- 令和4年度決算を審査 -----

委員会における質疑及び答弁の一部

決算
特別委員

会員の減少で自治会の会計運営は苦しい状況にある。また、会員の役員不足や高齢化
により、広報配布そのものが自治会の負担になっている。自治会の役割が増えている
ことも踏まえ、自治会への助成内容や広報配布の方法を見直す考えはないか伺う。

現在、広報配布について近隣自治体の調査を行っている。これらを踏まえながら、運
営の手法や考え方は自治会ごとに様々であるため、大竹市自治会連合会とも意見交換
しながら、自治会への支援や広報配布の手法を考えていきたい。

予算額（293万円）に対して執行額が少ない理由と、未執行となったフェリーチケット
のその後の処理について伺う。

施設入所や入院等の理由で実際、阿多田島に居住していない方も含まれているため、
執行額が約６割となった。また、未執行分のチケットについては、各個人からの申請に
より、フェリーの利用券を配布しているため、配布後は各個人で保管していただき、返
還等は求めていない。

ごみ処理場管理費について、広域処理事業負担金が約1,000万円増加した理由を伺う。

広域処理事業負担金は、主に廿日市市が委託業者と契約している「はつかいちエネル
ギークリーンセンター」の運営維持管理業務にかかる委託料に充てており、本市は、
廿日市市に負担金として、令和２０年度までの委託期間の計画に基づき、支払っている。
令和４年度は比較的大規模なメンテナンス実施年度となっていたため、その分、本市
の負担金も増加した。

自治会活動費助成金事業　371万円

高齢者移動支援事業　163万円

広域処理事業　9,073万円

じ　ち　かい かつどう　ひ　じょ せい きん　じぎょう

こうれい しゃ  い  どう  し   えん じぎょう

こう いき しょ  り   じぎょう
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野猪等被害防除施設設置事業補助金の件数及び執行額について、令和２年度、令和３年
度と比較して、大幅に減少している理由を伺う。

野猪等被害防除施設設置事業補助金は、防護柵の設置に係る費
用を補助しており耕作している 農地には設置が進んでいること
や豚熱による被害が少なかったことにより減少傾向にある。

クーポン券発行事業について、これまでの事業の経済効果について伺う。

クーポン券発行事業は、令和4年度まで3回実施している。実績として、
・ 令和2年度は2億5,167万3,500円分のクーポン券利用で率が94.5%
・ 令和3年度は2億5,176万3,000円分のクーポン券利用で率は95.9%
・ 令和4年度は2億5,120万8,000円分のクーポン券利用で率は95.8%
　という結果になった。

3回とも2億5,000万円以上のクーポン券の利用があるため、単純計算でいくと、各年
度で5億円以上の経済効果があったと考えられる。また、小売店の販売が伸びたことに
より、小売店が利用する様々な事業者にも波及があったと考えている。

住宅改修等補助事業について、予算に対して執行額が少なかった原因について伺う。

住宅改修等補助事業のうち、建築分については、ブロック塀等除却補助事業は10件の枠
に対し申請は１件であった。また、木造住宅耐震診断補助事業・木造住宅耐震改修等補助
事業は、耐震診断は３件あったが、次のステップにつながっていない状況で、耐震改修・
段階的耐震改修・耐震シェルター等については申請が無かった。もう一つの建築物土砂
災害対策改修補助事業についても、申請が無かった。
次に、住宅分ついては、住宅リフォーム事業は33件、 383万円の補助を行った。特定空
家等除却補助事業の実績は無かった。住宅リフォーム事業については、予算上の上限枠
に達したため打ち切るケースもあった 。

野猪等被害防除施設設置事業　29万円

クーポン券発行事業　2億5,795万円

住宅改修等補助事業　407万円

や　ちょ とう　ひがい　ぼうじょ   しせつ    せっち 　じぎょう

けん はっこう じぎょう

じゅうたくかいしゅうとう  ほじょ   じぎょう
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　令和4年度一般会計及び各特別会計の審査に際し、大竹市まちづくり基本構想が目指す8つの幸せの実現
に向け、創意工夫、鋭意努力のもとに行政運営が行われていることを再確認した。しかしながら、質疑を通じ
ては、「人員不足により計画どおりに事業が進んでいない」「マンパワーに限界があり事業の拡充は難しい」と
いうような答弁も散見された。
　今後、ますます多様化・複雑化する住民ニーズに応えていくためには、現体制において職員が担う業務量
が限界に近いところに達してるように受け止められる。
　身近な幸せを実感できるまちづくりを将来にわたり推進し、本市の魅力をより一層向上させていくため、質・
量、双方の観点から人材確保・人材育成を能動的かつ強
力に推し進めることができるよう、令和6年度当初予算
編成において反映されるよう提案するものである。併せ
て、本市を就職先として選んでもらうための魅力発信や、 
DXによる効果的な人材活用策など、多角的な視点での
取組を提案する。

令和4年度一般会計及び各特別会計の審査の中で見えてきた問題点や課題について、
議会から令和6年度の予算編成における提案を行いました。

議会からの提案

文化財保護費の文化財等普及啓発事業委託料の内容について伺う。

文化財等普及啓発事業については、大竹市歴史研究会へ文化財の説明板の制作と設置
を委託して実施している。説明板は、４つ作製しており、亀居城の妙見丸跡に設置した石
材の看板と西国街道の一里塚七里目と八里目に看板を設置している。最後に、玖波宿本
陣跡の説明板を作製しているが、設置はできていない。

NET１１９や映像通報システム（ライブ１１９）の利用状況、また、周知・支援の方法について
伺う。

NET１１９は、令和５年１０月１日現在で９人の登録があり、使用回数は令和４年度に１件、令
和５年度上半期に１件となっている。ライブ１１９は、これまでのところ使用実績はない。また、
市ホームページや健康・福祉まつりの専用ブースでの紹介などにより、周知や個別の登録
支援を行っていきたい。

文化財等普及啓発事業　45万円

NET119緊急システム事業　19万円

ぶん  か  ざいとう  ふ きゅうけいはつ じぎょう

きんきゅう 　　　　　　　　じぎょう
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先進地事例調査研究先進地事例調査研究先進地事例調査研究
埼玉県新座市 「にいざビジネスサポート事業」について　令和5年11月７日㈫

埼玉県鴻巣市 「包括施設管理業務事業」について　令和5年11月８日㈬

東京都荒川区 「ゆいの森あらかわ」について　令和5年11月８日㈬

神奈川県大和市 「文化創造拠点シリウス」について　令和5年11月９日㈭

　「ゆいの森あらかわ」では医療健康コーナー、えほん
館、子ども広場、学びラウンジ等の各設備が充実しており
読書の街づくり条例を策定し、蔵書の多さもさることなが
ら、ビジネス関連の資料をそろえ定期的に税理士による税
務相談会を開催しているビジネス支援コーナーや、ファン
がそれを目当てに訪れるという吉村昭文学館など、工夫が
随所に見られる素晴らしい図書館でした。
　「文化創造拠点シリウス」は文化複合施設として図書館

に芸術文化ホール、生涯学習センター、子供広場などを中
心に１Ｆから６Ｆまで様々な施設が備えられ、その広さと
充実した設備に視察した議員全員が感動しました。
　大竹市にもこのような施設をといっても人口や規模の面
から大きな違いがあるので、そのままとはいかないが参考
にしたいところがたくさんあり、今後の取り組みに役立て
ていきたいと考えています。

令和5年11月7.8.9日　総務文教委員会　委員長　小田上　尚典

千葉県松戸市 「まつどDE つながるステーション事業」について　令和5年11月13日㈪

茨城県日立市 「公共交通によるまちづくり」について　令和5年11月14日㈫ 

茨城県東海村 「ワンストップ窓口事業」について　令和5年11月14日㈫

埼玉県三郷市 「インクルーシブ公園整備事業」について　令和5年11月15日㈬ 

　三郷市では、障がいの有無に関わらず、すべての子ども
たちが分け隔てなく、共に遊べる集いの場公園、すなわち
インクルーシブな公園を整備し、新しいコミュニティづく
りを推進しています。この事業は「三郷市緑の基本計画」
に基づき、相互協力に関する包括協定を締結している跡見
学園女子大学や市内障がい児施設など有識者・関係者の
ニーズを汲み意見を取り入れ、インクルーシブな遊び場を

整備し、利用者の交流促進を図る事業であります。
　大竹市でもこういったニーズがあると考え、推進体制や
予算規模、整備計画などを視察しました。また直接公園に
も赴き、どのような配慮がなされ遊具が設置されたかも見
せていただきました。今後、この視察を参考にして、市民
の意見も取り入れ、より喜んでいただけるような公園整備
を推進していきたいと考えています。

令和5年11月13.14.15日　生活環境委員会　委員長　細川　雅子
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中
に

変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
資
材

価
格
の
高
騰
が
原
因
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
西
口
広
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
交
流
広

場
に
設
置
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
の
資
材
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
。

市制施行70周年記念
魔法使いコイちゃん

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

原
案
の
と
お
り
可
決

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

か
ず
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第5回定例会は、令和5年11月30日~12月14日の15日間に行われました。
詳細については、令和 6 年 3 月ごろに本会議録が製本されますので、市ホー
ムページ、市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページ
から録画中継もご覧いただけます。

中市堰歩道橋

生活環境委員会 主な審査内容

漁
業
集
落
排
水
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
の
今
後
の
使
用
料
改
定
に
つ
い
て
上

下
水
道
局
の
考
え
を
問
う
。

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
漁
業
集
落
排
水

事
業
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

公
共
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
る
時
に
、

同
等
と
な
る
よ
う
に
引
き
上
げ
を
行
っ
て

い
る
。
公
共
下
水
道
経
営
戦
略
を
５
年
に

一
度
見
直
し
を
行
う
際
、
公
共
下
水
道
料

金
の
引
き
上
げ
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
断

し
農
業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
の
使

用
料
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

QAQA

財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

旧
松
ケ
原
小
学
校
の
土
地
、
建
物
を
、
平

成
31
年
度
か
ら
無
償
貸
与
し
て
い
る
が
、

事
業
内
容
、
利
用
状
況
を
問
う
。

現
在
、
社
会
福
祉
法
人
美
和
福
祉
会
が
、

旧
松
ケ
原
小
学
校
に
お
い
て
行
っ
て
い
る

事
業
内
容
や
利
用
状
況
は
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
に
つ
い
て
は
、
主
に
平
日
の
開
所

で
、
定
員
10
名
に
対
し
、
利
用
率
は
、
月

平
均
88
％
で
あ
る
。
次
に
、
生
活
介
護
事

業
は
主
に
平
日
の
開
所
で
、
定
員
14
名
に

対
し
、
利
用
率
は
月
平
均
91
％
で
あ
る
。

ま
た
日
中
一
時
支
援
事
業
は
、
定
員
６
名

に
対
し
、利
用
率
月
平
均
15
％
で
あ
る
が
、

平
日
は
生
活
介
護
な
ど
別
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
為
で
あ
る
。

相
談
支
援
事
業
で
は
56
名
の
方
が
契
約
さ

れ
て
い
る
。

産
前
産
後
期
間
に
お
け
る
保
険
料
の
免
除

に
つ
い
て
出
産
予
定
月
で
の
申
請
と
の
こ

と
だ
が
、
出
産
月
で
の
修
正
申
告
は
可
能

か
を
問
う
。

出
産
予
定
月
と
出
産
日
が
異
な
る
事
実
が

判
明
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
届
け
出
を
行

う
世
帯
主
等
の
負
担
軽
減
の
為
、
保
険
料

の
再
計
算
は
行
わ
な
い
運
用
が
原
則
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
不
利
益
が
生
じ

る
場
合
は
、
世
帯
主
か
ら
の
修
正
申
告
に

よ
り
再
計
算
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
チ

QAQA

QA

大
竹
市
漁
業
集
落
排
水
事
業
及
び
大
竹

市
農
業
集
落
排
水
事
業
に
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

大
竹
保
育
所
を
改
修
し
て
い
る
約
１
年
半

の
間
、
現
状
よ
り
人
数
が
多
い
状
態
で
本

町
保
育
所
で
の
保
育
が
行
わ
れ
る
が
、
安

全
面
の
配
慮
に
つ
い
て
問
う
。

保
育
補
助
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
安
全
面

や
児
童
の
心
理
面
に
配
慮
し
た
職
員
配
置

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
本
町
保
育
所
周
辺
の
民
間
駐
車
場
を
追

加
で
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。

大
竹
市
保
育
所
設
置
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　一部
改
正
に
つ
い
て

大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　一部
改
正
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

元
町
二
丁
目
か
ら
和
木
町
瀬
田
を
つ
な
ぐ

橋
梁
を
市
道
認
定
す
る
理
由
及
び
今
後
の

管
理
に
つ
い
て
問
う
。

市
道
認
定
し
よ
う
と
す
る
橋
は
、
完
成
し

て
か
ら
約
30
年
経
過
し
て
い
る
。
現
在
、

市
道
橋
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
橋
梁
長

寿
命
化
事
業
と
同
様
、
特
定
財
源
を
利
用

し
て
詳
細
な
点
検
調
査
を
実
施
し
、
道
路

法
の
道
路
と
し
て
適
正
な
維
持
管
理
を
行

う
た
め
に
、
市
道
路
線
と
し
て
新
た
に
認

定
す
る
。
和
木
町
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
、
協
定
書
に
基
づ
き
管
理
を
行
う
。

今
後
、
橋
梁
点
検
の
実
施
や
点
検
に
よ
る

補
修
工
事
が
必
要
な
場
合
に
は
、
大
竹
市

で
施
工
し
、
和
木
町
に
は
半
分
の
負
担
金

を
出
し
て
頂
く
か
た
ち
で
行
う
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

原
案
の
と
お
り
可
決

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

ラ
シ
等
に
よ
り
周
知
を
図
る
予
定
で
あ

る
。

7大竹市議会だより
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末広　天佑

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
適
格
請
求

書
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
・
保

存
を
条
件
に
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
を
認
め
る
国
が
運
用
す
る
制
度
で
す
。

　
本
市
で
は
、
廿
日
市
税
務
署
の
依
頼

を
受
け
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明

会
の
案
内
を
、
こ
れ
ま
で
広
報
紙
に
３

回
掲
載
し
て
お
り
、
ま
た
大
竹
商
工
会

議
所
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
国
は
、
小
規
模
事
業
者
の
負
担
を
抑

え
る
た
め
、
免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
に
転
換
し
た
場
合
の

特
例
措
置
を
設
け
、
制
度
の
円
滑
な
導

入
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
免

税
事
業
者
だ
っ
た
下
請
け
業
者
が
、
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る
と
新
た

な
税
負
担
が
生
じ
ま
す
が
、
そ
の
分
を

元
請
け
業
者
と
の
取
引
価
格
に
適
切
に

反
映
し
、
ま
た
元
請
け
業
者
が
発
注
者

に
適
切
に
求
め
る
こ
と
が
、
今
後
、
あ

る
べ
き
形
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
10
月
に
開
始

さ
れ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
現
時
点
で

は
、
本
市
の
産
業
へ
の
影
響
は
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
関
す
る
情
報
や
中
小
事
業
者
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

末広　天佑

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
施
行
後
の

対
応
に
つ
い
て

すえひろ　　　てんゆう

大竹市議会YouTube
名前横の時間は一般質問開始時間です。

AIが作成したイメージ

一般質問
第 5回定例会

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
施
行
後
す
で

に
事
務
の
手
間
が
多
く
増
え
て
お

り
、
税
理
士
も
大
き
な
問
題
と
し

て
と
ら
え
て
い
ま
す
。
国
も
施
行

前
か
ら
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
未
だ
に
な
ん
の
こ
と
か
わ
か

ら
ず
質
問
を
さ
れ
る
方
も
多
い
の

が
現
状
で
す
。

　
特
に
一
人
親
方
の
多
い
本
市
に

お
い
て
、
ほ
っ
て
お
く
こ
と
の
で

き
な
い
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
本

市
の
働
き
手
を
維
持
す
る
た
め
に

は
国
の
施
策
を
待
た
ず
に
自
治
体

の
状
況
に
合
わ
せ
た
早
め
の
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

インボイス制度施行後の対応について

岡　和明

（3：50～） 中野　友博
大竹市公式インスタグラム導入について

（2：30：19～）

日域　究
土地存在の確認について伺う
公共交通のあり方について

（3：08：25～）

小出　哲義
空き家問題として現れる地方都市が抱える課題解決に向けて

（3：46：15～）

西村　一啓
市内の市道管理や維持等について伺う

（4：20：55～）

（29：04～）

大竹駅伝の存続について再度問います

藤川　和弘 （1：04：45～）

マロンの里交流館について
晴海臨海公園多目的グラウンドについて

豊川　和也 （1：40：05～）

選挙の投票率向上へ向けた取組みについて
施設や公園の命名権（ネーミングライツ）の活用について
市役所庁舎前広場でイベントなどの活用を

答

問

2024（令和 6 年）．28



晴
海
臨
海
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

900チーム参加のＤＨＬ
ブリュッセル駅伝（令和５年10月）

公式ホームページ
（https://brusselsekiden.be/en/）より

　
令
和
６
年
度
以
降
の
整
備
計
画
に
伴
い
、
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
が
小
さ
く
な
り
ま

す
。
利
用
者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
は
整
備

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工
事
期
間
中
の
仮
移

転
先
、
整
地
後
の
再
配
置
計
画
に
つ
い
て
説
明

し
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
安
全
対
策
や
早

期
整
備
、
雨
水
排
水
対
策
な
ど
の
要
望
が
あ
り

可
能
な
部
分
は
既
に
設
計
へ
反
映
し
て
い
ま

す
。
水
広
場
で
は
、
噴
水
器
具
の
交
換
や
排
水

設
備
の
改
良
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
・
遊
具
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
分
け
隔
て
な

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
公
園
に
す

る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
、
関
係
す

る
当
事
者
団
体
な
ど
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

藤川　和弘

マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
に
つ
い
て

ふじかわ　　　かずひろ

　
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
が
完
成
し
て
24

年
、
数
カ
所
の
雨
漏
り
や
テ
ラ
ス
も
古
く

な
っ
て
お
り
、
大
規
模
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の
考
え

を
問
う
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
三
倉
が
休

業
し
て
か
ら
約
８
ケ
月
経
過
し
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
を
問
う
。
マ
ロ
ン
の
里
交

流
館
は
、
数
少
な
い
観
光
資
源
。
公
共
交

通
を
巻
き
込
む
仕
組
み
作
り
を
し
て
頂
き

た
い
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
施
設
の
維
持
・
運
営
へ
影
響
が
大
き
い
箇

所
か
ら
順
次
、
計
画
的
に
修
繕
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
も
市
全
体

の
事
業
の
中
で
優
先
順
位
を
見
極
め
て
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
再
開
の
目
途
が
立
ち
、
指
定

管
理
者
と
具
体
的
な
契
約
に
向
け
て
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
の
活
用
に
つ
い
て

答

答

問

　
利
用
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対

し
て
、
説
明
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
内

容
と
説
明
会
に
て
出
た
要
望
な
ど
の
状

況
を
問
う
。
ま
た
、水
広
場
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に

笑
顔
に
な
れ
る
水
広
場
に
し
て
頂
き
た

い
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
ま
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
・
遊
具

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

問
は
、
観
光
や
農
村
活
性
化
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　
議
員
が
提
案
さ
れ
た
新
コ
ー
ス
は
、

複
数
の
大
型
商
業
施
設
へ
の
出
入
り
規

制
や
迂
回
路
の
設
定
、
こ
い
こ
い
バ
ス

の
運
行
ル
ー
ト
の
変
更
、
警
備
員
の
複

数
配
置
な
ど
実
施
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
堤
防
の

管
理
道
は
斜
面
や
高
さ
が
あ
り
転
落
防

止
設
備
も
な
く
、
競
争
性
の
高
い
駅
伝

の
走
路
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
走

者
や
見
学
者
な
ど
の
安
全
確
保
が
必
須

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ご
提
案
の
コ
ー
ス

で
の
実
施
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

　
大
竹
駅
伝
が
歴
史
あ
る
伝
統
文
化
と

し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
駅
伝
を
い
か
に
継
承
し
て

い
く
か
は
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡　和明

大
竹
駅
伝
の
存
続
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
再
度
問
い
ま
す

おか　　　かずあき

　
本
市
の
市
制
前
か
ら
の
歴
史
を

持
つ
大
竹
駅
伝
は
、
令
和
５
年
１

月
の
第
70
回
開
催
の
20
日
前
に
突

然
中
止
さ
れ
、
十
分
論
議
さ
れ
ず

廃
止
の
危
機
に
あ
り
ま
す
が
、
存

続
を
望
む
市
民
の
声
が
多
く
出
て

い
ま
す
。

　
私
は
９
月
、
開
催
容
易
な
晴
海

堤
防
道
路
を
利
用
す
る
新
コ
ー
ス

を
提
案
し
、
海
と
島
の
絶
景
を
の

ぞ
む
「
せ
と
う
ち
駅
伝
」
の
名
称

も
提
案
し
ま
し
た
が
、
交
通
渋
滞

の
恐
れ
な
ど
を
理
由
に
採
用
し
な

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
提

案
し
た
コ
ー
ス
は
信
号
も
横
切
り

も
な
く
渋
滞
も
考
え
ら
れ
な
い
た

め
、
答
弁
者
が
コ
ー
ス
を
誤
認
し

た
も
よ
う
で
す
。

　
新
コ
ー
ス
を
再
度
説
明
し
た
上

で
考
え
を
尋
ね
る
と
と
も
に
、
駅

伝
が
世
界
各
地
でEKID

EN

の
名

で
続
々
開
か
れ
る
中
、
廃
止
に
よ

り
本
市
が
失
う
文
化
発
信
手
段
の

大
き
さ
に
つ
い
て
も
認
識
を
尋
ね

ま
す
。

答

問
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市
役
所
庁
舎
前
広
場
で

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
用
を

施
設
や
公
園
の
命
名
権

　
　
　 

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

　
　
　
　
の
活
用
に
つ
い
て

大
竹
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
導
入
に
つ
い
て 中野　友博

な か の　　　ともひろ

　
本
市
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
を
導
入

で
き
る
可
能
性
が
高
い
施
設
は
、
利
用
者
数

や
施
設
の
性
質
な
ど
か
ら
、
晴
海
臨
海
公
園

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
晴
海
臨
海
公
園
は
、

現
段
階
で
も
整
備
中
の
施
設
で
す
。
今
後
、

公
園
全
体
の
整
備
が
完
了
し
、
将
来
的
な
運

営
管
理
の
形
態
を
検
討
す
る
中
で
、
新
た
な

財
源
を
得
る
手
段
と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
制
度
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊川　和也

選
挙
の
投
票
率
向
上
へ

　
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

とよかわ　　　か ず や

　
２
０
２
３
年
大
竹
市
議
会
議
員
選
挙

は
過
去
ワ
ー
ス
ト
の
43
．
77
％
に
留
ま

り
、
市
政
、
選
挙
へ
の
関
心
が
薄
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
も
政
治

家
と
し
て
投
票
率
向
上
へ
、
今
後
取
り

組
み
ま
す
が
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答

　
現
在
、
市
内
８
箇
所
に
期
日
前
投
票
所
を

設
置
し
て
お
り
、
引
き
続
き
費
用
対
効
果
や

人
員
確
保
な
ど
の
面
を
考
慮
し
つ
つ
、
投
票

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
投
票
意
識
の
向
上

に
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答 問

　
本
市
の
公
園
や
施
設
の
命
名
権
を
企

業
に
購
入
し
て
い
た
だ
く
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
導
入
の
考
え
は
ご
ざ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

型
の
広
報
活
動
の
意
識
改
革
を
促
進

し
ま
す
。
以
上
の
点
か
ら
、
大
竹
市

外
の
方
へ
の
情
報
発
信
力
強
化
に
つ

い
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
導
入
に
つ

い
て
見
解
を
問
い
ま
す
。

問
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
庁
舎
前
の
広
場
を
イ

ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
位
置
付
け
る
と
い
う
こ

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

当
面
は
、
通
行
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
の
安
全

面
を
最
優
先
し
て
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
た
補
修
を
、
順
次
、
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
現
在
、
市
役
所
庁
舎
前
広
場
は
通
路
、

市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
で
活
用

の
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

問

　
情
報
発
信
の
取
組
の
方
向
性
と
し
て

は
、
現
状
で
運
用
し
て
い
る
情
報
発
信
媒

体
の
問
題
点
と
課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
新
た

な
情
報
発
信
媒
体
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
職
員
意
識
調
査
や
コ
イ
・

こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
効
果
的
な
情
報
発

信
媒
体
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
、
他
市
町

の
事
例
、
各
課
の
意
見
、
職
員
の
業
務
量
、

災
害
時
・
緊
急
時
の
運
用
方
法
、
継
続
的
・

機
能
的
な
運
用
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
を
多
角
的
に
勘
案
し
て
、
本
市

に
お
け
る
将
来
的
な
情
報
発
信
媒
体
の
在

り
方
の
方
向
性
を
整
理
し
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
含
め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
新
た
な

情
報
発
信
媒
体
に
つ
い
て
選
定
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
自
体
の

将
来
的
な
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
の
で
、
現
段
階
で
、
本
市
の
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
新
規
に
開
設
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
に
導
入
さ
れ
た
大
竹
市

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。
10
年
が
経
過
し

新
た
な
広
報
媒
体
を
検
討
し
て
い
る

か
、
現
状
の
考
え
に
つ
い
て
問
い
ま

す
。「
大
竹
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
導
入
」
に
つ
い
て
の
３
つ
の
見
解

を
ま
と
め
ま
す
。
ま
ず
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
採
用
理
由
１
つ
目
は
、
既

存
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
同
様
の
仕

事
量
で
担
当
者
の
負
担
が
増
え
な
い

点
。
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
作
業
効
率

を
向
上
さ
せ
、
異
な
る
年
齢
層
の

ユ
ー
ザ
ー
を
補
完
で
き
ま
す
。
２
つ

目
は
、
利
用
者
が
多
く
、
導
入
自
治

体
数
の
増
加
率
が
最
も
高
い
た
め
、

効
果
的
な
情
報
発
信
が
期
待
で
き
ま

す
。
３
つ
目
は
、
市
民
を
巻
き
込
む

媒
体
で
あ
る
こ
と
。
広
報
担
当
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
市
民
参
加

答

問
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所
有
者
を
特
定
し
、
適
正
に
管
理
す
る

よ
う
通
知
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
所
有

者
な
ど
に
直
接
会
っ
て
、
対
策
を
講
じ
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
を
は
じ
め
建
物
の
所
有
者

の
方
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
空
き
家
の
適
正
管
理
・
活
用
を
お
願

い
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
こ
れ

を
納
税
義
務
者
へ
郵
送
す
る
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
啓
発
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
空
き
家
対
策
の
講
演

会
・
相
談
会
の
開
催
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
居
住
目
的
の
な
い
空
き
家
は
、
更
に
増

加
が
見
込
ま
れ
、
空
き
家
対
策
の
強
化
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
、
令

和
５
年
６
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」の
一
部
を
改
正
し
、

令
和
５
年
12
月
13
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
国
で
は
、基
本
指
針
等
の
改
正
も
、

今
後
行
う
予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、「
大
竹
市

空
家
等
対
策
計
画
」
を
改
訂
し
、
今
ま
で

よ
り
適
切
な
対
策
を
講
じ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
空
き
家
等
対
策
協
議
会
を
担
当
課
の
枠

を
超
え
た
も
の
と
す
る
意
見
に
つ
い
て

は
、
参
考
に
し
ま
す
。

小出　哲義
こ い で　　　てつよし

　
空
き
家
対
策
は
、
特
定
空
家
（
周
囲

に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
）

の
対
処
だ
け
で
は
限
界
が
有
る
と
の
判

断
か
ら
、
国
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
を
、
一
部
改
正

し
ま
し
た
。
空
き
家
の
利
活
用
と
管
理

の
確
保
を
重
点
課
題
に
加
え
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
民
法
や
不

動
産
法
も
改
正
さ
れ
、
本
気
度
が
伺
え

ま
す
。
そ
の
様
な
動
き
の
中
、
大
竹
市

も
大
竹
市
空
家
等
対
策
の
第
２
期
計
画

を
策
定
中
で
す
。法
改
正
に
つ
い
て
は
、

広
く
市
民
に
周
知
す
べ
き
で
あ
り
、
相

続
や
不
動
産
の
管
理
に
つ
い
て
の
相
談

体
制
が
充
分
で
あ
る
か
を
問
い
ま
す
。

空
き
家
問
題
を
解
決
す
る
為
に
も
、
総

合
戦
略
に
あ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
３
つ

の
基
本
目
標
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
処
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
策
協
議
会

も
担
当
課
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
な
も

答

問

日域　究

土
地
存
在
の
確
認
に
つ
い
て

じついき　　きわむ

　
こ
の
土
地
は
俺
の
だ
、
と
主
張
し
周

囲
の
地
権
者
も
互
い
に
そ
れ
を
認
め
合

う
事
が
土
地
の
存
在
確
認
と
言
う
こ
と

で
す
。
国
土
調
査
も
あ
る
意
味
で
同
じ

こ
と
。
し
か
し
、
不
明
地
の
所
在
を
市

役
所
内
部
だ
け
で
、
ど
こ
に
あ
る
か
を

決
め
て
い
る
と
す
れ
ば
問
題
で
す
。
公

図
に
な
い
土
地
は
課
税
を
見
送
る
か
公

図
を
訂
正
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

ま
た
、
公
図
に
無
い
け
ど
課
税
し
て
い

る
土
地
は
ど
の
く
ら
い
筆
数
が
あ
り
ま
す
か
。

　
公
図
に
な
い
地
番
で
あ
っ
て
も
、
固
定
資

産
税
は
応
益
税
と
し
て
土
地
の
現
況
を
重
視

し
て
い
る
た
め
、
よ
り
現
況
に
即
し
た
評
価

資
料
と
し
て
、
地
方
税
法
第
３
８
０
条
第
３

項
に
基
づ
い
た
地
番
図
を
作
成
し
、
課
税
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
法
務
局
の
公
図
と

地
番
図
は
同
様
の
内
容
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

答 問

　
こ
の
こ
と
で
視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、

一
見
良
さ
そ
う
で
も
町
の
形
が
違
い
、

多
く
は
大
竹
市
に
合
い
ま
せ
ん
。
本
市

は
今
の
方
法
を
拡
充
し
て
い
く
べ
き
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
支

線
交
通
に
偏
り
が
目
立
ち
ま
す
。
立
戸
、

油
見
、
白
石
、
元
町
そ
し
て
川
手
地
区

に
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。如
何
で
す
か
。

　
支
線
交
通
に
偏
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る

の
は
、
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
高
台
の
団
地
の
住
民
が
先
行
し
て

取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
支

線
交
通
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
が
増

え
る
よ
う
、広
く
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
自
ら
が
「
交
通
手
段
を
考
え
、
創
り
、

守
り
、
育
て
る
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
、

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
と
し
て
も
、
交
通

事
業
者
及
び
関
係
自
治
会
な
ど
と
一
緒
に
解

決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

答 問 公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

空
き
家
問
題
と
し
て
現
れ
る
地
方
都

市
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
て

令
和
６
年
度
か
ら
実
施
す
る
地
籍
の
再
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
番
図
に
徐
々
に
反
映

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
公
図
に
な
い
が
地
番
図
を
作
成
し
課
税
し

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
必
要
は

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
場
所
を
絞
っ

て
調
査
を
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
動
き
出
し
て

み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
と
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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基
本
的
に
は
大
竹
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
個
別
施
設
計
画
な
ど
に

基
づ
き
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
道
路
の
段
差
や
路

側
帯
の
表
示
が
薄
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

舗
装
補
修
工
事
や
交
通
安
全
対
策
工
事

に
併
せ
、
計
画
的
に
補
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
つ

い
て
は
、「
大
竹
市
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
通

学
路
の
合
同
点
検
を
行
い
、
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
水
路
に
つ
い
て
は
、

転
落
防
止
柵
の
設
置
な
ど
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
隣
接
し
て
宅
地
な
ど
が

あ
る
箇
所
が
多
く
、
対
策
が
進
ま
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
情
を

踏
ま
え
、
少
し
で
も
よ
り
よ
い
生
活
環

境
や
安
全
性
の
向
上
を
念
頭
に
道
路
整

備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

西村　一啓

市
内
の
市
道
管
理
や

　
　維
持
等
に
つ
い
て
伺
う

にしむら　　　かずひろ

　
本
市
は
来
年
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
笑
顔・元
気・か
が
や
く
大
竹
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
て

取
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
人
口
減

少
化
が
進
む
中
、
住
み
た
い
町
、

住
ん
で
み
た
い
町
を
作
っ
て
行
く

上
で
、
道
路
問
題
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。

　
本
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭
和

32
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
現
在

で
は
37
％
の
達
成
率
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
60
年
余
り
に
中
市
立
戸

線
、
玖
波
青
木
線
、
南
栄
下
白
石
線

等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

幹
線
道
路
の
ひ
び
割
れ
、路
面
荒
れ
、

路
側
帯
の
白
線
剥
離
の
問
題
や
高
齢

者
の
通
院
、
買
い
物
等
に
利
用
す
る

歩
道
の
整
備
や
段
差
問
題
、
更
に
は

子
供
た
ち
の
通
学
路
や
水
路
部
分
に

答

問

建設中の岩国・大竹道路
（Ｒ５．10．27現在）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　
：̶議長　　○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　棄：棄権

議　案　な　ど

議案第68号
大竹市漁業集落排水事業及び大竹市農業集落排水
事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について

ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第69号 市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例の一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第73号 大竹市産業振興奨励条例の一部改正
について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第74号 大竹市保育所設置条例の一部改正に
ついて ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第75号 大竹市国民健康保険条例の一部改正
について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第80号 財産の無償貸付けについて ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第81号 市道路線の認定について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第85号 令和５年度大竹市港湾施設管理受託
特別会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

北
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中
川
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小
田
上
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西
村
一
啓

山
崎
年
一

日
域

　究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

審
議
結
果

関
わ
る
安
全
性
の
確
保
等
々
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
予
算
的
に
は
、

中
長
期
的
な
計
画
や
構
想
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
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市
議
会
で
は
、
予
算
や
条
例
を
は
じ

め
行
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
審
議

を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き
ま

す
の
で
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
の
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、動
画
配
信
サ
イ
ト（youtube

）

で
も
議
会
の
様
子
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

下
記
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た

だ
く
と
、
視
聴
で
き
ま
す
。

本
会
議

常
任
委
員
会 

　〃 

特
別
委
員
会

本
会
議

　〃（
予
備
日
）

予
算
特
別
委
員
会

　〃（
予
備
日
）

本
会
議 

２
月
29
日
㈭

２
月
29
日
㈭

３
月
１
日
㈮

３
月
４
日
㈪

３
月
８
日
㈮

３
月
11
日
㈪

３
月
13
日
㈬

~

15 

日
㈮

３
月
18
日
㈪

３
月
25
日
㈪

3
月
議
会
日
程 （
予
定
）

3
月
議
会
日
程 （
予
定
）

陳 情

【要旨】
　大竹市に於いて西国街道の持つ歴史的意味は小さくありません。しかし、過去の地籍調査で西
国街道である里道が公図から消えています。この復活を求めるとともに、この問題に起因してい
ると思われる固定資産税の徴収方法や嘱託登記の問題点についても手法の是正と結果の正常化を
求めます。

　以前より、大竹市は公図と異なる、市民税務課固定資産税係が作成した地番図を元にした課税
を実施しておりますが、この地番図に記載されている地番の付番が公図と一致はしていません。

　この公図と異なる地番図を元にした独自の課税は長期間続けられており、市の地番図と法務局
の公図との間でダブルスタンダードが固定化されています。西国街道の消失も、このような行政
の混乱が影響している一例と考えられます。また現在、地籍調査、土地買収時の登記申請など関
係資料が入手できない状況です。
　つきましては次の４点のことを陳情いたします。

陳情項目
１．地籍調査後に消えた、西国街道を調査事実に基づき公図上にも復活すること。
２．法務局の公図など明確に存在が認められたものに課税し、法的根拠がないと表示している地
　　番図に記載されている土地は、それを以て土地の存在の根拠とはならない、別途存在が確認
　　されない限り課税は保留すること。
３．小方２丁目1304-1の境界確定を早急に行い、市が動かした土地の説明を行うこと。
４．嘱託登記で、当時、市が法務局に提出した境界確認が完了したとする書類を開示すること。

本会議での討論
【賛成】
　地方税法第380条3項に基づき、市側は固定資産の評価に関して必要な書類を適切に管理していない。これは法に抵触して
いるので改めること。また他の市町の例を見ても地番図が固定資産税の課税根拠として適切でないため、これを改めること。

【反対】
　資料管理の不備については認めており、今後改善すると回答している。また課税方法も県に問い合わせたところ、市と
見解は一致しており問題ない。境界決定の問題については陳情者と市が協議を前向きに進めることが一番の近道であり、
議会では取り上げる必要はない。

【付託委員会】
　生活環境委員会
　

【委員会の結果】
　不採択

【本会議の結果】
　不採択
　

消えた西国街道の復活とその原因の排除等を求める陳情【陳情名】 【提出者名】　大井　渉
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令和5年12月6日開催

　岩国飛行場周辺の航空機騒音状況比較資料により、大竹市内の航空機騒音状況（阿多田・西栄）等の推移につ
いて（令和 5年 5月～令和 5年 10月）報告を受けました。令和 5年度上半期の騒音発生件数は、空母艦載機
の移駐完了前の平成 29年度と比較すると、大幅に増加しています。

※8月23日～9月12日まで測定器故障のため測定していません。
なお、90デシベル以上の測定は、5月81回、6月10回、7月26回、8月8回、9月34回、10月15回、となっています。
11月29日、米軍オスプレイが鹿児島県屋久島東側沖合に墜落した事故と、11月以降、岩国市内で発生している
米軍人による事件3件の対応について、報告を受けました。「今後とも情報が入り次第報告する」とのことでした。

　今後の活動について、在日米軍等再編後の岩国基地周辺対策に関する事項として委員間で協議、
次の項目について提案がありました。

　9月定例会における特別委員会の設置以降、10月11日㈬、26日㈭、11月21日㈫、12月6日㈬、27日㈬開催し
ました。

　2年間の行動計画の作成と共有を行い、委員アンケートによって、大竹市議会が持つ課題の抽出に取り掛かりまし
た。適正な議員定数の模索や委員会運営の機能向上、議会基本条例の精査など多岐にわたる意見が挙がったなか、
まずは優先事項として、
　　　　　　　　　　●議会の広報広聴活動について
　　　　　　　　　　●政務活動費について
　　　　　　　　　　●議会・議員のあるべき姿の共有

の3点をテーマとして掲げました。
　これらは令和6年3月を目安に、一定の方向性を出す予定にしています。
具体的には委員が2つのグループに分かれテーマごとに研究をした後、プレゼン～質疑応答を行っています。
今後は各グループ研究を融合するための意見交換を進め、委員会の意見としてまとめた上で、実現できるものから実
施すべく、既存ルールの改定も視野にいれた議長への提案や、他の委員会への協力要請などにつなげていく予定です。

令和5年9月～12月

年　　度

H29年度上半期 （70デシベル以上）

R5年度上半期 （70デシベル以上）

阿多田測定地 西栄測定地

832回

2144回

52回

775回

1）　航空機騒音の実態調査
2）　研修会・講習会の開催
3）　他自治体対策委員会や団体との意見交換会の開催
4）　広島防衛局との研修会の開催

基地周辺対策特別委員会

議会のあり方調査研究特別委員会



令和 5年

11 月 1 日

7 日

9 日

17 日

20 日

21 日

22 日

30 日

12 月 1 日

4 日

5 日

6 日

14 日

生活環境政策研究会
一般国道２号廿日市大竹道路整備
促進期成同盟会　要望活動（東京都）
全国市議会議長会　理事会・評議会合同会議（東京都）
議員全員協議会
大竹・和木・岩国地域議会環境対策協議会
議会のあり方調査研究特別委員会
生活環境政策研究会
議会運営委員会
生活環境委員協議会
広報広聴特別委員会
本会議
本会議
総務文教委員会
総務文教政策研究会
生活環境委員会
基地周辺対策特別委員会
議会のあり方調査研究特別委員会
広報広聴特別委員会
議会運営委員会
本会議

14 日

27 日

令和 6年

1 月 11 日

17 日

22 日

23 日

25 日

31 日

総務文教委員会
生活環境委員会
議員全員協議会
生活環境政策研究会
議会のあり方調査研究特別委員会

議会運営委員会
議会運営委員会
臨時会
総務文教委員会
議員全員協議会
生活環境委員協議会
議会のあり方調査研究特別委員会
議会のあり方調査研究特別委員会
石油基地防災対策都市議会協議会　役員会（倉敷市）
石油基地防災対策都市議会協議会　視察研修（倉敷市）
広島県市議会議長会議員研修会（西部ブロック）（広島市）
全国市議会議長会基地協議会（東京都）

【視察来訪】
　令和6年1月18日　福井県大野市議会「議会報告会の実施等について」

大竹市議会だよりアンケート 【お試し】わしコイちゃん♡大竹市議会
＠otake_gikai

大竹市議会のアカウントが公開されとるで！
まだまだお試し期間中じゃがの。
議会とか、大竹市の町の様子をつぶやいとるで～
まあまずはフォローしてみてくだされ !

令和５年 11 月
　 ～令和 6 年 1 月
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読者の皆さまからアンケートを
募集しております。
アンケートはこちらから ▶




